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協同で発行しています！ 

あけましておめでとうございます。いよいよ新しい 1 年がスタートしましたね。皆様は

どんなお正月を迎えられたでしょうか？すっかり冬の気候となり、寒い日が続きますが、

風邪などひかれないようお気を付けください。 

さて、昨年 9 月に初号を配布させていただきました「認知症情報誌 WITH（ウィズ）」で

すが、おかげ様で、第 2 号を発行することができました。今回も、認知症に関するさまざ

まな情報をお届けいたします。 

 

 平成 24 年 11 月 1 日より、新たに「名鉄病院」（西区）が認知症疾患医療センターに指
定されました。市内では３ヵ所目となります。名鉄病院でも連携担当者が窓口となり、医
療相談の受付や、関係機関との連携を行っていますのでお気軽にご相談ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

WITH～認め合おう、知り合おう、医療と介護～ 

 

～ 

第２号 

相談受付時間：平日 9：00～17：00 

土 9：00～13：00 

相談専用電話 ：（052）551-2802 

※土曜日は毎月第１週のみ相談受付 

※祝休日、年末年始を除く 

名古屋市では、平成 24 年 10 月から、認知症のある方が徘徊（はいかい）によって行方不明

になった場合に、地域の皆さんの協力を得て、少しでも早く発見されて無事にご家族のもとに帰

れるよう、「はいかい高齢者おかえり支援事業」をスタートしました。 

この事業は徘徊の恐れのある方の情報を事前登録した上で、行方不明になった場合に家族等か

らの依頼により、「おかえり支援サポーター」と呼ばれる協力者などにその方の身体の特徴や服

装などの情報をメールで配信し、情報提供をお願いするものです。 

昨年 11 月末現在で、事前に登録されている方は 116 人、おかえり支援サポーターをはじめ

としたメールの配信先は 1,600 アドレスとなっています。なお、捜索協力依頼のメール配信は

7 件ありました。 

この事業では、おひとりでも多くの方の“力”が必要です。ぜひご協力をお願いいたします。 

おかえり支援サポーターに登録するには、「okaeri@sg-m.jp」に空メールを送信いただくと

登録手続き用のメールが届きます。ご不明な点は以下の問合先にお尋ねください。 

（問合先：名古屋市健康福祉局高齢福祉部 認知症対策・地域ケア推進室 電話 972-2549） 

 
 

 

「名鉄病院」 連携担当者：堀田 晴美 



 

認知症治療に携わる精神科医のコラムをご  

紹介します。今回は、認知症の周辺症状とし  

て多くみられる「もの盗られ妄想」について、 

その症状の特徴と対処法について書かれてい 

ます。是非、日頃の介護にお役立てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症高齢者に多くみられる「もの盗られ妄想」

について 

守山荘病院 院長 岩井 清 

認知症で最もよくみられる妄想が、もの盗られ妄

想です。置いたところを忘れて、探しているうちに

「盗られた」となります。妄想の対象は、一番身近

な介護者すなわちお嫁さんが多く、認知症の初期

に生じるために、家族関係が破綻する場合があり

ます。 

介護が必要となり、生活のゆらぎがある中で、

財産など頼りにしているものを失う不安から生じる

のかもしれません。元来しっかり者で人の世話をす

るが、されたくない人が多いようです。ケアの専門

家による世話なら受け入れられ易いようです。また

息子の意見ならば妥協してくれることもあります。

人に頼ることができ、信頼感が生まれ、新しい生

活に適応する中で、妄想が軽減してきます。 

もの盗られ妄想は女性に多く、「妻を盗られた」

嫉妬妄想が男性に多いことと対照的です。いずれ

も早期に専門相談、診断を受け、専門家と一緒に

対応策を考えることが良いと思います。 

 

次回の発行は、６月頃を予定しています。 

 

☆1月 26日（土） 12時 30分～15時 30分  
「認知症になっても大丈夫！フェア」  
場所：南区役所講堂 
内容:認知症講座（医師、認知症の人と家族の会）、 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ作品展、認知症相談窓口、認知症
ｻｰﾋﾞｽ紹介 など 

問合先：南区北部・南部いきいき支援センター  
℡ 811-9377(北部)、819-5050(南部) 

☆2月 1日（金）13時 30分～15時 30分 
 「今、自分にできること」 
 場所：守山区在宅ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ(ｱｸﾛｽ小幡内)研修室 
 内容：地域で認知症高齢者への見守りのため自分 

にできることを考える交流会。講話は、認知
症高齢者ご家族、認知症疾患医療ｾﾝﾀｰ相談担
当者。 

問合先：守山保健所 ℡ 796-4625 
☆2月 4日(月)13時～15時 30分 
「市民向け講演会」  
場所：昭和区役所講堂  
内容：「認知症 こんなときはどうしよう？」 
講師：阿部祐士氏 
問合先：昭和区東部・西部いきいき支援センター
℡ 861-9335(東部)、884-5513(西部) 

☆2月 5日（火） 13時 30分～15時 30分 
「みんなでつくる 地域のふくし」 
場所：中区役所 6階 大会議室  
内容：認知症ｻﾎﾟｰﾀｰ養成講座、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜｰｸ「自分た

ちが地域でできることは？」 
講師:花井文治氏  

 問合先：中区いきいき支援センター℡ 331-9674 
☆2月 9日（土） 13時 30分～15時 30分 
 「認知症講演会」 
 場所：熱田区役所講堂 
 内容：「聞いてナットク！楽しく学ぼう認知症」 
 講師：熊澤和彦氏 
 問合先：熱田区いきいき支援センター℡671-3195 
☆3月 3日（日） 13時 30分～15時 
「市民向け講演会」  
場所：西区役所講堂 
内容：「認知症のケアについて」 
講師：伊苅弘之氏 
問合先：西区北部・南部いきいき支援センター 
℡ 505-8343(北部)、532-9079(南部) 
※13 時～16 時に西区役所庁舎で認知症チェック
カフェ、相談ブース、歌声ひろば等を開催。 

☆3月 5日（火） 13時～15時 45分 
「認知症予防講演会」  
場所：緑文化小劇場  
内容:｢教えてください昔のこと。聞かせてください 

あなたの思い出｣ 講師:来島修志氏、 

ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ入所者の作品展示・発表 

問合先：緑区北部・南部いきいき支援センター 
℡ 899-2002（北部)、624-8343（南部） 

☆3月 7日（木） 13時 30分～ 
「東区認知症市民講演会」  
場所：東区役所 4階講堂 
内容：「認知症を正しく知ろう！」 
講師:伊苅弘之氏 
※住民劇団｢みんつく一座｣による寸劇も公演 
問合先：東保健所保健予防課 ℡ 934-1219 

問合先及び認知症に関する相談窓口 

（認知症コールセンター） 

認知症の症状や介護等に関する様々な相談 

・認知症コールセンター 電話 763-1332 

  

（認知症疾患医療センター） 

専門医療、鑑別診断と治療、急性期対応等に

関する相談 

・名鉄病院 電話 551-2802 

・まつかげシニアホスピタル 電話 352-4165 

・守山荘病院 電話 795-3560 

  


